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  写真で見る第１８回学会大会 
 

 

日本災害情報学会は、第 18 回学会大会（実行委員長：中森広道日本大学文理学部教授）を平成 28 年

10 月 22 日～23 日の日程で、日本大学文理学部（東京都世田谷区）で開催した。大会では 104 件（口頭

81 件、ポスター23 件）の研究発表が行われ、337 名が参加して活発な議論が展開された。 

 

 

 

  

    

 

全国各地から３３７名が日大に！ 

写真で見る学会大会２０1６ 
 

 
 

  

 

10月22日（土） 

受付開始         9時30分～ 

口頭発表       10時00分～16時00分  3号館4階 Ａ会場、Ｂ会場、Ｃ会場 

ポスターセッション   16時10分～17時40分  百周年記念館2階ランニングバルコニー 

懇親会               18時00分～20時00分  百周年記念館1階アリーナ 

10月23日（日） 

受付開始        9時30分～ 

口頭発表        10時00分～14時40分  3号館4階 Ａ会場、Ｂ会場、Ｃ会場 

総会／廣井賞・阿部賞・河田賞授与式 

         15時00分～17時00分  百周年記念館2階小ホール 
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口頭発表 

  

 

 

ポスターセッション 
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廣井賞授賞式・記念講演 

日本災害情報学会は 2006 年、初代会長の故廣井脩氏（元東京大

学大学院教授）の志を後世に伝えるため廣井賞を創設し、10 回目

の授与式を 10 月 23「日、学会大会席上で行った。 

今年栄誉に輝いたのは下記の社会的功績分野 1社・1名。 

分 野 受 賞 者 対 象 功 績 

社会的功績 

河北新報社 

《巡回ワークショップ「むすび塾」》 

東日本大震災の体験を将来の防災に生かそうと、メディアが「狭く深

く」地域に入り、地域住民とともに実践的な備えを探る巡回ワークショップ

「むすび塾」の取り組みは、地域の防災力の底上げに貢献しているだけ

でなく、全国各地や海外にまで広がりをみせている。 

倉野康彦氏 

《避難所運営ゲーム「ＨＵＧ」の開発・普及》 

大地震時の避難所運営を体験的に学ぶことができる「避難所運営ゲ

ームＨＵＧ（ハグ）」は、全国の自主防災会や自治会、防災関係者のみな

らず、中学・高校での授業でも実践されており、被災地の避難所運営の

理解促進に果たした社会的貢献は極めて大きいものがある。また、ＨＵ

Ｇの指導に全国を回り、ローカルバージョンの作成を支援するなど、ＨＵ

Ｇの普及にも尽力している。 
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阿部賞・河田賞授賞式 

日本災害情報学会は 2014 年、若手会員の奨励を目的に、学会大会での優秀発表に対して、ポスター

発表部門には阿部賞、口頭発表部門には河田賞を創設した（両賞は、元会長の故阿部勝征氏（東京大学

名誉教授）及び河田惠昭氏（京都大学名誉教授）の名を冠したもの）。 

今年の受賞者は下記の 8名。 

分 野 受 賞 者 表彰発表タイトル  

阿部賞 
（優秀若手ポスター賞） 

西澤  篤 
東洋大学大学院理工学研究科

都市環境デザイン専攻 

避難誘導のための標識デザインに関する考察 
～日米調査の比較分析～ 

田中 健一郎 
兵庫県立大学大学院 
応用情報科学研究科 

ハザードマップの情報品質を高める防災アプリの
開発 

倉田 和己 
名古屋大学 

減災連携研究センター 

平常時と災害時の両面で活用できる地域情報収
集・共有システムの開発と実践 

河田賞 
（優秀若手発表賞） 

齋藤 文 
慶應義塾大学 

政策・メディア研究科 

避難所運営を疑似体験する演習型教材「4 コマ
漫画教材」 

城下 英行 
関西大学社会安全学部 

日常生活の中に埋め込まれた防災の発見 

小島 彰吾 
 (株)アイ・ディー・エー 

社会技術研究所 

被災時の行政と住民との関係構造にみるコミュ
ニケーション・デザインに関する考察 

佐藤 良太 
防災科学技術研究所 

行政機関間における避難所情報の伝達と集約
―平成 28 年熊本地震を事例として― 

定池祐季 
東京大学大学院情報学環 
総合防災情報研究センター 

有珠山周辺地域における防災教育の変遷 
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懇親会 
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